
作品説明 
・草木染・・・豆乳で模様を描いた部分だけが染まります。

 ・サンドブラスト・・・砂などを吹き付けて加工します。 

・七宝焼き・・・銅板の上にガラス釉薬で模様を描きます。

・レザークラフト・・・革の加工、染色で模様づけをします。

 ・エッチングキーホルダー・・・銅板に硝酸を用いて腐食

させて模様をつけます。 

理工環境科では、ものづくりや化学・生物・環境を

 テーマに実習を行っています。 
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理工環境科　生徒作品 



作品説明 

　ゼンマイが動力源となるオルゴールの回転軸を、 遊星

歯車装置の太陽歯車に連結し、その周りを 動く遊星歯

車に取り付けたオブジェが動きます。 歯車装置の筐体に

あたる内歯車とオブジェの材 料となるアクリル板は

レーザー加工機で、太陽歯 車と遊星歯車の材料となる

アルミニウムは歯切盤 で、ゼンマイを巻くための主軸

部分は旋盤で製作 しました。オルゴールの音楽と、 それ

にあわせて踊るオブジェの 動きを

お楽しみください。
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遊星歯車を使用した動くオルゴール 



作品説明
　本校の電子科ではマイクロコントローラ（マイコン）に関する実習
を行っている。マイコンとは、電化製品の制御に用いられ、製品の内
部に組込んで使用される。 
　マイコンはプログラムを書き込むことで動作する。組込み制御学習
用マイコンボードを使うことで、生徒は自身が書いたプログラムに
よって実際にモノを動かすことを体験的に学ぶことができる。 
　入出力用の電子部品はモジュール化され、ケーブル接続で簡単にマ
イコンボードを拡張することができる（図 1）。また、電子回路の設計
手法を学ぶために、生徒が自作した回路をマイコンボードに接続して
動作を確認することもできる（図 2）。 
　このマイコンボードはプログラムの書き込み及び電力供給を USB
接続によって行っている。コンピュータと接続するだけですぐにボー
ドを使い始めることができ、プログラムの書き換えも簡単に行えるた
め、生徒はトライ & エラーを何度も繰り返しながら学習を進めること
ができる。 

図 1　マイコンボード（左下）と各種入出力ボード 図 2　授業中の様子
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組込み制御学習用マイコンボード 
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